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Ⅰ．緒　言
　少子化や核家族化が進んでいる今日，乳幼児との接触
経験が少なくなり，子どもと接するのが初めてでどう接
すればよいかわからない，育児が不安という母親が増
加している１）。特に，産後１ヶ月間は育児不安が強い時
期２）と報告され，大阪レポート３）ではその育児不安を
もたらす要因として母親が子どもの欲求を理解できない
ことがあげられている。乳児は泣きによって自分の欲
求や気持ちを伝達する４），５）が，その理由は様々であり，
最初から適切に対応することは困難である６）。生後１ヶ
月間の子どもの泣きは母親の心配事として報告され２），
母親は泣きの対応が上手にできないことに対して，先の
見えない不安７）や母親としての自信の揺らぎ６）を感じ
ている。さらに，母親はわが子が頻繁に泣いたり，何を
しても泣き止まない状況が続いたりする場合は対処困難
感を抱き８），養育者による虐待行為への直接的誘発要因
の１つに子どもの泣きが関連していることも報告されて
いる９）。子どもの泣きに対応する産後早期の母親に対す
る看護が重要である。
　クラウスとケネル10）は出産後早期の母子の愛着形成に
は母子の相互作用が重要であることを述べている。母親
は子どもに出会い，五感で観察することにより子どもの
反応やシグナルを認知して自分の子どもであると実感す
る。そして子どもも母親からのかかわりに対して泣きや
抱きつき行動，微笑などの愛着行動を示し，母親と子ど
もが相互に作用し合うことによって母子のきずなが形成
されていく。泣きは，母親との相互作用を触発させる行
動と母親からの応答への反応という側面があり11），母子
相互作用を促進する重要な合図の一つである。新生児の
泣きに対する母親の反応は，感情・情動反応，認知的反
応，泣きの解釈，児の欲求を満たすための行動，児の泣
きに対する思いなどがあることが明らかになっている12）。
母親は子どもの要求が何であるか見極めようとする泣き
の解釈をしながら，泣きの解釈に基づいた行動として，
子どもの要求を満たすための行動をとり，子どもが泣き
止むまでにいろいろな行動を繰り返し試みる。前原13）は，
母親役割獲得過程の中で，母親がわが子の合図を読み取
り，応答することを試み，試行錯誤し取捨選択を行いな
がら，自分とわが子に合ったやり方の確立に向かい「母
親役割の自信」を獲得することを述べている。産褥早期
の母親が不安や自信喪失を感じるというわが子の泣きを
母親自身がどのように読み取り，応答することで成功体
験を得ているか明らかにすることは，母子相互作用を促
進し，母親としての役割を果たしているという自信の獲
得につながる看護を検討する基礎資料になると考える。
　本研究の目的は，産後１ヶ月を経過した初産の母親の
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　本研究の目的は，産後１ヶ月を経過した初産の母親のわが子の泣きに関する成功体験を明らかにすることである。産後に
実母の支援を受けた母親14名を対象に半構成的面接法により研究データを収集した。データを質的・帰納的に分析した結
果，【哺乳欲求の泣きを読み取り授乳できた】，【不快を知らせる泣きを最小限にできた】，【眠さや甘えの欲求の泣きを読み
取り，応答できた】，【応答方法をわが子に合わせることができた】，【泣きの状況により応答の必要性や緊急性を読み取り，
応答できた】，【他者の支援を受け，安心して泣きの理由を読み取り，応答できた】，【持続する泣きに対して根気よく付き合
うことができた】，【泣きの中のわが子らしさに気づき，わが子に合わせて生活できた】，【泣きの理由の読み取りや応答を通
して自分とわが子への肯定的感情を深めた】，【自分の生活に合わせて泣きを最小限にできた】の10の体験が明らかになっ
た。考察により，初産の母親への看護の方向性として，母親へわが子の泣きに関する知識や技術を提供し，母親自身がわが
子の泣きに試行錯誤することを支えること，泣いているわが子に向き合える環境調整を行うこと，泣きの中のわが子らしさ
への気づきを促すことが示唆された。
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わが子の泣きに関する成功体験を明らかにすることであ
る。
Ⅱ．用語の定義
　「母親のわが子の泣きに関する成功体験」は，産後
１ヶ月を経過した初産の母親が，わが子の泣きの読み取
りや応答ならびに事前にわが子が泣くことを予測して対
応した行動についてうまくできたと思った出来事と定義
した。
Ⅲ．研究方法
１．研究協力施設と研究対象者
　年間400件以上の分娩があるＡ診療所に協力を依頼し
た。Ａ診療所は，工業地帯に隣接する農村地域にある。
産後１日目より母子同室を行い，正常産褥の褥婦の退院
時期は産後５日目から６日目であり，母乳育児を推進し
ている。対象者の抽出条件は，産後１ヶ月を経過したわ
が子を養育中の初産の母親で，妊娠・分娩・産褥経過や
新生児経過が正常である者であった。また本研究では，
育児不安が強いといわれる産後早期の初産の母親から，
多様な成功体験を抽出するために，産後に実母の支援を
受ける環境にいた者とした。
２．調査内容と方法
　調査内容は，①母親のわが子の泣きに関する成功体
験，②母子の健康状態，③産後１ヶ月のサポート状況，
④母親の乳児の世話経験，⑤母親の基礎的情報である。
調査内容①は面接ガイドに基づいて半構成的面接法によ
り，調査内容②③④⑤は簡単な質問紙と診療録より収集
した。調査期間は2006年８月上旬～10月下旬である。
３．分析方法
　質的・帰納的方法を用いた。各対象者の逐語録を熟読
し全体の意味内容を把握し，母親のわが子の泣きに関す
る成功体験を語っている部分を抽出した。その後，意味
内容を損なわないように簡潔に表現し一文のコードとし
た。全対象者のコードを集め，その意味内容の同質性・
異質性から帰納的に分類・集約し抽象度をあげてサブカ
テゴリーとした。さらに同じ方法を用いてカテゴリーと
した。分析の信頼性と妥当性を高めるため，分析過程で
繰り返し逐語録に立ち返り，研究者間で共通の見解が得
られるまで討議を重ねた。
４．倫理的配慮
　対象候補者の抽出と紹介は研究協力施設に依頼した。
対象候補者には，研究の趣旨と方法，研究参加と途中辞
退の自由の保障，プライバシーの保護，研究参加の有無
によって利益と不利益が生じないことについて書面およ
び口頭で十分に説明した。また，データの取り扱いにつ
いては，本研究の目的以外には一切使用しないこと，鍵
のついた場所に保管すること，研究終了後は音声データ
を破棄するなどを厳重に行うことを説明した。その後，
夫婦や家族で話し合う時間を確保し，書面による同意を
得た後に研究データ収集を開始した。面接は対象者が産
後１ヶ月を経過後に希望する場所で行い，対象者の心身
の状態に十分配慮し，授乳や休息を優先し，対象者・子
どもの体調が優れない際には，すぐに中断し安楽が保持
できるよう努めた。
Ⅲ．結　果
１．研究対象者の概要
　研究対象候補者24名に研究依頼を行い15名の同意を得
た。主な辞退の理由は，「忙しいため時間がない」，「話
をするのが苦手」というものであった。その後１名から
日程調整ができないとの理由で辞退の連絡を受け，本研
究対象者は14名であった。対象者の年齢は22～39歳で
あった。乳幼児の世話経験があった母親は７名であり，
兄弟やいとこの子どもの哺乳瓶による授乳やおむつ交換
を数回行ったことがある程度であった。全員が核家族で
あり，里帰りまたは実母の自宅への来訪によって実母か
ら支援を受けていた。（表１）
２．母親のわが子の泣きに関する成功体験
　14名の分析の結果，母親のわが子の泣きに関する成功
体験のコードとして141が抽出された。これらは，44の
サブカテゴリーに集約され，さらに10のカテゴリーに集
約された（表２）。各カテゴリーについて，サブカテゴ
リーを用いて記述する。【　】はカテゴリーを，〔　〕は
サブカテゴリーを示す。
　【哺乳欲求の泣きを読み取り授乳できた】は８つのサ
ブカテゴリーから構成された。〔同じ時間間隔でよく飲
むことに気づき，時間で哺乳欲求の泣きを読み取り，授
乳できた〕，〔前回の哺乳量や授乳時間を目安にしぐさを
意味づけでき，しぐさで哺乳欲求を読み取り，授乳でき
た〕，〔授乳時の乳房の感覚に気づき，哺乳欲求の泣きを
表１　研究対象者の概要
n＝14
母親の年齢（平均±SD） 22～39歳（28.9±4.2歳）
妊娠経緯 自然妊娠  13名　 不妊治療後妊娠  １名
分娩様式 自然分娩  ８名　 吸引分娩  ４名　 帝王切開  ２名
実母の支援形態 里帰り  11名　 実母の訪問  ３名
乳幼児世話経験 あり  ７名　 なし  ７名
児の出生体重（平均±SD） 2,462～3,702ｇ（3,062±410ｇ）
退院時の授乳方法 母乳  ５名　 混合  ９名
面接時の授乳方法 母乳  ５名　 混合  ７名　 ミルク  ２名
面接時期（平均） 産後30～50日目（産後36.9日目）
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自分の感覚も合わせて読み取り，授乳できた〕などで
あった。これらは，母親が泣きの読み取り，応答の繰り
返しの中で授乳間隔の周期性，空腹時の子どものしぐさ
の特徴，自身の乳房の張りや射乳の感覚の変化に気づ
き，それらの判断材料に基づいて，この泣きは空腹のた
め哺乳を欲している泣きであると解釈し授乳できた体験
であった。
　【不快を知らせる泣きを最小限にできた】は次の２つ
のサブカテゴリーから構成された。〔過去の体験から排
泄，排気，不適切な環境温度という理由を読み取り，応
答し泣き止んだ〕，〔わが子が不快にならないように予防
的にかかわり，泣きを最小限にできた〕である。これら
は，母親が泣き方の特徴や泣き止んだ時の応答方法を分
析し，わが子がどのような不快な理由で泣いているかを
読み取り，その理由を泣いた後または泣く前に取り除く
ことで，不快で泣くことを最小限にできた体験であった。
　【眠さや甘えの欲求の泣きを読み取り，応答できた】
は５つのサブカテゴリーから構成された。〔抱き上げた
時の反応を哺乳欲求の泣きと比較し，眠さや甘えの欲求
の泣きを読み取り，応答できた〕，〔哺乳の勢いを哺乳欲
求の泣きと比較し，眠さや甘えの欲求の泣きを読み取
り，応答できた〕などである。これらは，泣いている時
のしぐさ，哺乳の勢いなどを哺乳欲求の時の泣きと比
較し適切に読み取り，応答できた体験であった。また，
〔育児経験者である実母や友人からの指摘により，甘え
泣きを意味づけでき読み取り，応答できた〕と，母親が
表２　初産の母親のわが子の泣きに関する成功体験
カテゴリー サブカテゴリー 抽出されたケース
哺乳欲求の泣きを読み取り授乳でき
た
同じ時間間隔でよく飲むことに気づき，時間で哺乳欲求の泣きを読み取り，授乳できた Ｆ，Ｉ
前回の哺乳量や授乳時間を目安にしぐさを意味づけでき，しぐさで哺乳欲求を読み取り，授乳できた Ａ，Ｂ，Ｉ
授乳時間を目安に哺乳欲求のしぐさに気づき，しぐさで哺乳欲求を読み取り，授乳できた Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｎ
時間よりもわが子のしぐさを重視して哺乳欲求の泣きを読み取り，授乳できた Ｂ，Ｋ
哺乳欲求を疑った時によく飲んだことから，しぐさを意味づけでき読み取りできた Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｋ
哺乳欲求を疑った時に実母から読み取りが正しい保証を受け，確信を持って読み取りできた I ，Ｇ
授乳時の乳房の感覚に気づき，哺乳欲求の泣きを自分の感覚も合わせて読み取り，授乳できた Ｇ，Ｈ，Ｋ
育児経験者や看護師から教わったしぐさや確認方法により，哺乳欲求の泣きを読み取り，授乳できた Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ，Ｊ，Ｍ
不快を知らせる泣きを最小限にでき
た
過去の体験から排泄，排気，不適切な環境温度という理由を読み取り，応答し泣き止んだ Ａ，Ｇ，Ｉ，Ｌ，Ｍ，Ｎ
わが子が不快にならないように予防的にかかわり，泣きを最小限にできた Ｈ，Ｍ
眠さや甘えの欲求の泣きを読み取
り，応答できた
抱き上げた時の反応を哺乳欲求の泣きと比較し，眠さや甘えの欲求の泣きを読み取り，応答できた Ｃ，Ｊ，Ｋ，Ｌ
哺乳の勢いを哺乳欲求の泣きと比較し，眠さや甘えの泣きを読み取り，応答できた Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉ，Ｊ，Ｎ
哺乳欲求とは違う独特のしぐさに気づき，眠さや甘えの欲求の泣きを読み取り，応答できた Ｂ，Ｉ，Ｍ
育児経験者である実母や友人からの指摘により，甘え泣きを意味づけでき読み取り，応答できた Ａ，Ｄ，Ｎ
他の乳児の世話をした経験から，甘え泣きを直感し抱くことができた Ｃ
応答方法をわが子に合わせることが
できた
わが子の反応に合わせて，抱く姿勢や行動を工夫し泣き止む抱き方ができた Ａ，Ｃ，Ｈ，Ｋ，Ｍ，Ｎ
育児経験者である実母や友人の子どもの抱き方を模倣し，泣き止む抱き方ができた Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｉ，Ｊ，Ｌ
寝かせ方を工夫し眠りを促すことができた Ｊ，Ｌ，Ｍ
わが子が安心できる抱き方で応答することができた Ｂ，Ｇ
わが子の泣く理由の種類がわかり，１つずつ応答方法を試すことで泣き止む Ｅ，Ｇ，Ｈ，Ｉ
持続する泣きに対して，子どもの好む環境調節を行い泣き止んだ Ｄ，Ｊ，Ｍ
自分で応答できない泣きに対して，うまく応答できる人にかわることで泣き止んでいる Ａ，Ｋ
泣きの状況により応答の必要性や緊
急性を読み取り，応答できた
泣き方で哺乳力や哺乳量が違うことから，哺乳に適した状況を読み取り，授乳できた Ｇ，Ｈ，Ｍ
泣きの強さの変化や独りで泣き止むことから，応答の必要性や緊急性を読み取ることができた Ａ，Ｅ，Ｇ，Ｎ
他者の支援を受け，安心して泣きの
理由を読み取り，応答できた
実母から子どもが泣いている理由は病気によるものではないことを教わり安心して読み取り，応答できた Ｇ，Ｎ
授乳量不足により泣いていると心配したが，体重増加がわかり安心して他の理由を探し応答できた Ｃ，Ｉ
心配なことを実母や姉に確認できる状況で安心して泣きの理由を読み取り，応答できた Ｂ，Ｇ，Ｈ
実母や友人の助言や支援を受けてあせらずに泣きの読み取りができるようになった Ｇ
自分の代わりにわが子の泣きに応答してくれる人がいたので安心して泣きの理由を読み取り，応答できた Ｉ，Ｎ
持続する泣きに対して根気よく付き
合うことができた
家族から育児や家事協力を得て，根気よく泣いているわが子に合わせて応答できた Ｃ，Ｄ，Ｆ，Ｌ，Ｍ，Ｎ
持続する泣きには道具を工夫し長期的に付き合うことができた Ｍ，Ｎ
授乳中の泣きを一時的な問題と考え取り組み続けたことで，母乳育児ができるようになった Ｈ，Ｌ
泣きを赤ちゃんの性質と考え，あせらずにわが子の泣きに向き合った Ｂ，Ｈ，Ｊ
わが子の存在を価値あるものと考えて，泣いていても根気よく付き合うことができた Ｈ
持続する泣きには待つことが必要だと読み取り，根気よく付き合うことができた Ｍ
泣きは成長とともに少なくなると考え，根気よく付き合うことができた Ｇ
泣きの中のわが子らしさに気づき，
わが子に合わせて生活できた
泣きが少ないことを育児経験者である実母や友人の助言から，わが子の個性と考え読み取り，応答できた B，F
泣く時間帯の規則性に気づき，子どもに合わせて自分の生活リズムを調整できた Ｆ，Ｌ
１日の泣きの様子がわかり，わが子に合わせて応答できた Ｆ，Ｊ，Ｍ
泣きの理由の読み取りや応答を通し
て自分とわが子への肯定的感情を深
めた
自分の応答で泣き止んだ時に，わが子の表情からわが子に対する愛情を感じる Ｂ，Ｈ，Ｋ，Ｎ
泣き方の変化をわが子の成長と考え喜びを感じた Ｈ，Ｍ
困難な泣きの応答を家族に頼らず自分で行ったことで，わが子に合った応答方法がわかる Ｂ，Ｃ，Ｊ，Ｌ
自分の生活に合わせて泣きを最小限
にできた
夜間はわが子を起こして授乳することで，自分の寝る時間を確保し休息することができた Ａ，Ｅ，Ｋ
どんな泣きであれ，授乳や沐浴によって泣き止ませることができた Ｋ
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甘え泣きの存在に気づいていなかった場合は，育児経験
者である実母らの指摘により甘え泣きの読み取りが促さ
れていた。
　【応答方法をわが子に合わせることができた】は７つ
のサブカテゴリーから構成された。〔わが子の反応に合
わせて，抱く姿勢や行動を工夫し泣き止む抱き方ができ
た〕，〔寝かせ方を工夫し眠りを促すことができた〕など
である。これらは，母親が持続する泣きに対して，抱き
方や寝かせるタイミングや環境調整など応答方法をいろ
いろ試し，わが子に合った応答方法を取捨選択できた体
験であった。また，〔育児経験者である実母や友人の子
どもの抱き方を模倣し，泣き止む抱き方ができた〕と，
応答方法を試行するうえで，育児経験者である実母や友
人を模倣するという手段も用いられていた。
　【泣きの状況により応答の必要性や緊急性を読み取り，
応答できた】は２つのサブカテゴリーから構成された。
〔泣きの強さの変化や独りで泣き止むことから，応答の
必要性や緊急性を読み取ることができた〕，〔泣き方で哺
乳力や哺乳量が違うことから，哺乳に適した状況を読み
取り，授乳できた〕である。これらは，何もしないでも
泣き止む泣きや，母乳をしっかりと飲み，その後よく寝
る泣きなどを判別して，毎回の泣きに対して応答する必
要性や緊急性を読み取り，応答できた体験であった。
　【他者の支援を受け，安心して泣きの理由を読み取
り，応答できた】は５つのサブカテゴリーから構成され
た。〔実母から子どもが泣いている理由は病気によるも
のではないことを教わり安心して読み取り，応答でき
た〕，〔授乳量不足により泣いていると心配したが，体重
増加がわかり安心して他の理由を探し応答できた〕など
であった。母親は子どもが泣いている理由を「病気のた
めか」，「授乳量が不足しているためか」と心配していた
が，育児経験者である実母や友人の助言を受けて，心配
事を解消し安心して子どもの泣きの理由を探し，応答す
ることができていた。また，〔心配なことを実母や姉に
確認できる状況で安心して泣きの理由を読み取り，応答
できた〕と，持続する泣きに対して，助けてくれる人の
存在を身近に感じることで，安心し泣きに向き合い，泣
きの理由を考え応答していた。
　【持続する泣きに対して根気よく付き合うことができ
た】は７つのサブカテゴリーから構成された。〔家族か
ら育児や家事協力を得て，根気よく泣いているわが子に
合わせて応答できた〕，〔持続する泣きには道具を工夫し
長期的に付き合うことができた〕などであった。これら
は，周囲の人々から育児の代行や家事手伝いや助言を得
たり，育児用品を上手に使用したりすることで，母親自
身がわが子の持続する泣きに対して，時間をかけて根気
よく付き合うことができた体験であった。また，〔泣き
を赤ちゃんの性質と考え，あせらずにわが子の泣きに向
き合った〕と，母親は持続する泣きに対して，考え方を
変えてあせらずに読み取り，応答できるようになってい
た。
　【泣きの中のわが子らしさに気づき，わが子に合わせ
て生活できた】は３つのサブカテゴリーから構成され
た。〔泣きが少ないことを育児経験者である実母や友人
の助言から，わが子の個性と考え読み取り，応答でき
た〕，〔泣く時間帯の規則性に気づき，子どもに合わせて
自分の生活リズムを調整できた〕，〔１日の泣きの様子が
わかり，わが子に合わせて応答できた〕である。これら
は，泣きが少ない，泣く時間帯に規則性がある，泣かな
い環境に規則性があるわが子の細かな個性に気づき，わ
が子や自分に合わせて生活できるようになった体験で
あった。
　【泣きの理由の読み取りや応答を通して自分とわが子
への肯定的感情を深めた】は３つのサブカテゴリーから
構成された。〔自分の応答で泣き止んだ時に，わが子の
表情からわが子に対する愛情を感じる〕，〔泣き方の変化
をわが子の成長と考え喜びを感じた〕である。母親は子
どもが泣いている場面であっても，泣き方が変化してき
たことや泣いた後の表情の変化という子どもの成長に気
づき，喜びを感じていた。さらに，〔困難な泣きの応答
を家族に頼らず自分で行ったことで，わが子に合った応
答方法がわかる〕と，母親は自分でわが子の泣きの理由
を読み取り，応答し続けるなかで，子どもの泣きの種類
や適切な応答方法を理解し，泣かれても困らず応答でき
るようになっていた。母親はこのような自身の母親とし
ての成長に喜びを感じていた。
　【自分の生活に合わせて泣きを最小限にできた】は２
つのサブカテゴリーから構成された。〔夜間はわが子を
起こして授乳することで，自分の寝る時間を確保し休息
することができた〕，〔どんな泣きであれ，授乳や沐浴に
よって泣き止ませることができた〕である。これらは，
母親が沐浴や授乳を工夫することにより，わが子の泣き
を自分に合わせて最小限にできた体験であった。
Ⅳ．考　察
　【哺乳欲求の泣きを読み取り授乳できた】は，母親が
日々の泣きの読み取りや応答の繰り返しにより，哺乳欲
求の泣きを読み取り，授乳できたことを示している。入
院中は医療者の助言を基に子どもの空腹のしぐさから，
退院後は家族の助言を基に，時間経過や母親自身の乳房
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の感覚の変化を参考に泣きを読み取るようになってい
た。母親が子どもの泣きを読み取るうえで，時間経過や
泣きの特徴を参考にしていることは先行研究12）とも一
致している。本研究対象者のように母乳育児中の場合
は，新生児が飲む量は一定ではないため，哺乳時間間隔
もばらつきがあり，母親が時間や子どものしぐさだけで
子どもの泣きの理由を読み取ることは難しかったと考え
られる。そのため，母親は乳房の張りや射乳の感覚など
多くの判断材料を使って，わが子の哺乳欲求の泣きを読
み取る必要があり，必然的に哺乳欲求の泣きに関して，
様々な方法を用いて読み取る試行錯誤が繰り返されたと
考えられる。
　【不快を知らせる泣きを最小限にできた】は，母親が，
子どもが泣き始めた時に素早く不快な泣きを読み取り，
応答することや，排泄や不適切な温度により不快で泣く
可能性を予測し，子どもが泣く前に行動することで，不
快な理由で泣くことを最小限にできたことを示してい
る。母親は，過去の泣き止んだ時の泣き声の特徴や状況，
さらに自己の読み取りや応答方法を分析する中で，排気
がうまく出なかった，暑すぎる，寒すぎる，発汗して気
持ち悪いなどの様々な理由の不快な泣きの特徴に気づ
き，読み取っていた。新生児は多くの理由で泣く事が明
らかになっている。しかし，その理由を泣き声により音
響学的に一律に判断する事は難しい14）ため，様々な方法
を試し不快な泣きの読み取りが促されたと考えられる。
　【眠さや甘えの欲求の泣きを読み取り，応答できた】
は，母親が子どもの泣いている時のしぐさや泣き声の特
徴を哺乳欲求の泣きと比較し，消去法で哺乳欲求とは違
うことを読み取り，眠さや甘えの欲求の泣きを読み取
り，応答できたことを示している。脇田ら15）は，母親
は育児行動の積み重ねにより，正確に泣き声の意味を理
解し適切なかかわりができるようになると述べている。
本研究対象者は，すでにわかるようになった哺乳欲求や
不快の泣きと比較し，泣きの理由を読み取ろうと試みた
り，授乳やおむつ交換を試したりするという試行錯誤を
繰り返す育児行動を積み重ねる中で，眠さや甘えの欲求
の泣きを読み取り，適切な応答ができるようになったと
考えられる。
　【応答方法をわが子に合わせることができた】は，抱
き方や寝かせ方という応答方法の詳細がわが子に合って
いるかどうかを読み取り，応答できたことを示してい
る。母親は，支援者（看護者，実母ら育児経験者）の抱
き方や寝かせるタイミングを模倣し，適用しようと試み
ていた。さらに，抱き方や寝かせ方を試行錯誤する中，
自分なりにわが子に合った方法を見つけ，泣き止む応答
ができるようになっていた。母親が１ヶ月間のわが子と
の母子相互作用の経験を基に育児行動を取捨選択するこ
とによって，わが子と自分に合った方法を見出すことが
できたと考えられる。
　【泣きの状況により応答の必要性や緊急性を読み取り，
応答できた】は，子どもの泣き声やしぐさなどから，応
答の必要性や緊急性などを詳細に読み取り，応答できた
ことを示している。母親は子どもが空腹という同じ理由
であっても，泣き声の大きさ，呼吸の速さ，顔色などに
段階があることに気づき，泣きの状況を見て応答の必要
性や緊急性を読み取り，応答を行っていた。母親が子ど
もの泣きの様子によって応答の必要性や時期を読み取っ
ていることは，母親が母子相互作用の中で子どもの合図
を応答の必要性を含めて読み取っているという前原の報
告13）と一致する。母親が子どもの同じ理由の泣きに対
しても，応答後の子どもの反応の違いや，応答のタイミ
ングを変えた時の子どもの反応の違いを比較し，試行錯
誤を繰り返していたため，わが子の泣きの性質に合わせ
て応答できたと考えられる。
　以上の５つの体験は，本研究対象者が，子どもが泣く
たびに，入院中に教わった方法や育児経験者から学んだ
方法により，その泣きの読み取りと応答を繰り返し，取
捨選択することで適切にできるようになったことを示
す。つまり，これらの体験は母親が，わが子の泣きを読
み取り，応答する際に，わが子に合わせて試行錯誤を繰
り返すことの重要性を意味していると考える。
　本研究対象者は，わが子の泣きを読み取り，応答する
ことが初めてであったため，最初は甘え泣きの存在を知
らず読み取りできなかったが，実母からの助言で甘え泣
きの読み取りが促された。また，応答方法を試行するう
えで実母を模倣するという手段を用いていた。Mercer16）
は母親役割獲得を促す因子として情報的サポートの重要
性を指摘している。本研究対象者は実母から知識や技術
の提供を受け，試行錯誤を繰り返していた。実母の情報
的サポートが重要であったことはMercerの報告と一致
している。したがって看護の方向性として，母親に子ど
もの泣きの種類や読み取りや応答に関する知識及び技術
を提供し，母親が試行錯誤する基盤を作ることが大切で
あると考える。知識の提示方法としては支援者が役割モ
デルを提示することも効果的であろう。
　【他者の支援を受け，安心して泣きの理由を読み取り，
応答できた】は，母親が泣き続けるわが子に対する心配
を解消し，安心できたことで泣きの理由を読み取り，応
答できたことを示している。大日向17）は，母親が身近
に乳児を見たり触れたりする経験が乏しいため，乳児の
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身体や生理そのものが未知であり，ごく初歩と思える世
話にも不安や怖さが先に立って手を出せないという事情
が考えられることを指摘している。本研究対象者も，乳
幼児との接触経験が少ない初産婦であり，わが子の育児
で初めて子どもの泣きの読み取りと応答を行っていたた
め，不安を伴っていたと考えられる。にもかかわらず，
この成功体験が見いだされたのは，本研究対象者が実母
の助言や存在を身近に感じることができる環境下で育児
を行っていたため，些細な心配や不安を解消することが
でき，わが子が泣き続ける場面でもわが子に向き合い，
泣きの理由を探し，理由に合わせて応答できたと考えら
れる。
　【持続する泣きに対して根気よく付き合うことができ
た】は，母親が泣き続けるわが子に対してあきらめるこ
となく根気よく泣きを読み取り，応答できたことを示し
ている。厚生労働省の報告18）によると，「泣き止まない
ことへのいら立ち」が身体的虐待での死亡の引き金とし
てあげられ，わが子の持続する泣きは母親にとって大き
なストレスであることは明らかである。一方，本研究
対象者は，持続する泣きに対して，「待つ事が必要であ
る」，「赤ちゃんの性質である」と考え，子どもが泣き続
けた場合もあせらず根気よくわが子に付き合ったことを
成功体験として語った。持続する泣きに根気よく付き合
い続けることは，泣きに関するストレスとうまく付き合
うことができるという肯定的な評価につながる体験であ
ると考えられる。
　以上の２つの体験は，本研究対象者が，わが子が泣き
続けている場面でわが子の泣きに向き合い，根気よく付
き合うことができたことを示す。泣きの読み取りや応答
において，母親が泣き続けているわが子に向き合うこと
の重要性を意味していると考える。
　Mercer16）はソーシャルサポートとして身体的サポー
トと情緒的サポートの重要性を述べている。本研究対象
者は実母の存在を身近に感じ，助言を得ることで安心
し，わが子が泣き続けている場面であってもあせらず，
泣きを読み取り，応答できていた。実母のサポートによ
り精神的な安定を得ていたと考えられる。また，母親は
実母から育児協力や家事手伝いをうけて，わが子の持続
する泣きに時間をかけて根気よく付き合うことができて
いた。育児や家事の手伝いという身体的サポートは母親
が育児に専念し，わが子の泣きに向き合う身体的・物理
的状況の提供につながっていたと考えられる。したがっ
て，看護の方向性として，母親がわが子に向き合う環境
を調整し，支援者にその方法と重要性を伝えていくこと
が大切であると考える。
　【泣きの中のわが子らしさに気づき，わが子に合わせ
て生活できた】は，母親が子どもの泣きの理由の読み取
りや応答を通して，泣きをわが子の個性としてとらえ，
生活リズムを調整できたことが示された。母親の生活時
間は産後大きく変化する19）。生後２ヶ月までは子どもの
睡眠，覚醒のリズムは一定でない20）ため，産後１ヶ月間
の母親の生活リズムは子どもの泣きに左右されると考え
られる。子どもの泣きは，回数，泣く時間，声の大きさ
や声質，表情，姿勢，しぐさ，タイミングなど，それぞ
れ個別性が大きい。泣きを通してわが子を知ることでわ
が子に合わせて生活リズムを調整できたと考えられる。
　【泣きの理由の読み取りや応答を通して自分とわが子
への肯定的感情を深めた】は，母親が子どもの泣きの理
由の読み取りや応答を通して，自身の成長や子どもへの
愛情を感じ肯定的感情を深めたことが示された。母親は
自分の応答の結果，わが子が泣き止み自分の胸の中で眠
る姿や，日々のわが子の泣く様子の変化に喜びを感じて
いた。田中は21）母子相互作用とは本来互恵的なもので
あり，赤ちゃんも幸せになるけれども，その赤ちゃんの
幸せな顔を見て，お母さんの幸せになることを指摘して
いる。母親は泣きの理由の読み取りや応答という母子の
相互作用を通して，自分の応答した後の子どもが泣き止
むことや落ち着いた表情を見せるというわが子の肯定的
な反応に気づき，喜びを感じていたと考えられる。
　以上の２つの体験は，本研究対象者が泣きの理由の読
み取りや応答を通して，わが子の泣きのしぐさやリズム
などの個性を理解した上で，わが子との生活リズムを調
整していた。さらに，母親がわが子の泣き止んだ時の表
情に気づき，育児の喜びを感じていたことを示す。つま
り，これらの体験は，母親が泣きをうまく読み取り，応
答できたと感じるためには，泣きの対応を通してわが子
の理解を深めることが重要であることを意味していると
考える。初めて育児をする母親はまず，泣きを止ませる
ことにとらわれてしまい，泣く時間，しぐさなどの個別
性や泣き止んだ時のわが子の表情の個別性に気づくこと
が困難であろう。しかし，本研究対象者は，子どもが泣
いている多くの場面で，育児経験者である実母らが存在
し，実母からその子らしさを伝えられたことで，泣きの
中のわが子らしさに気づくことが促されたと考えられ
る。泣きは母親だけではなく，側にいる者も見聞しその
意味を読み取りできるため，支援者がその子らしさを伝
えることが可能な子どものサインである。したがって看
護の方向性として，泣きの中のわが子らしさを母親に伝
えわが子の理解を促すことが大切であると考える。
　【自分の生活に合わせて泣きを最小限にできた】は，
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母親が自分の生活を優先し，授乳や沐浴によってわが子
の泣きを止ませることのできたことが示された。母親が
泣きを止めることに始終して，わが子の泣きの理由の読
み取りやそれに合った応答が行われたか不明な体験であ
る。泣き続ける子どもに向かい合うことは母親にとって
大きなストレスとなる８），９）ため，一時的に子どもの泣
きを止めることは，その理由を落ち着いて読み取ること
につながると考える。しかし，泣きは子どもからの合図
である４），５）ため，子どもからの本来の合図にあった応
答でない場合は，相互作用の視点からは不適切な応答と
なる。看護の方向性として，母親が自分に合わせて泣き
止ませた事を成功ととらえている場合は，母親が泣きを
わが子の合図として認識しているかを確認し，合図の読
み取り，応答に関する看護援助のニーズを見極める必要
があると考えられる。
　本研究対象者14名は，年齢，職業，妊娠経緯，分娩形
式，授乳方法は様々であった。また，乳幼児の世話経験
があった母親は半数であり，兄弟やいとこの子どもの哺
乳瓶による授乳やおむつ交換を数回行ったことがある程
度であった。本研究対象者の多くが，新生児が泣く状況
を見ることも，泣きの理由を読み取り，応答することも
初めてであったと考えられる。本研究は，実母の支援を
受けた母親を対象とし，成功体験を抽出したが，成功体
験の中には母親が単独でわが子の泣きを適切に読み取り
かつ適切に応答できた成功体験が示された。以上，本研
究対象者は子育てが初めてである初産婦14名であったこ
と，母親が支援を受けた場合の成功体験と支援を受けな
かった場合の成功体験の両方が抽出されたことを考え合
わせると，初産の母親のわが子の泣きに関する成功体験
を網羅することができたと考える。
Ⅴ．結　語
　本研究では，産後１ヶ月を経過した初産の母親で母子
共に正常経過をたどる14名を対象に，初産の母親がわが
子の泣きに関する10の成功体験を得ていることが明らか
になった。わが子の哺乳欲求の泣き，不快を知らせる泣
き，眠さや甘えの欲求の泣きを読み取り，応答ができた
母親の体験が示された。さらに，母親は試行錯誤を繰り
返す中で，応答方法をわが子に合わせることや泣きの状
況で応答の必要性や緊急性を読み取ることができてい
た。母親は，わが子の持続する泣きに対しても，他者の
支援を受けて安心しわが子の泣きに応答することや，根
気よく付き合うことができる体験を成功体験として示し
た。また，母親が泣きの理由の読み取りや応答を通して
わが子の個性に気づき，その子らしさを理解することを
成功体験ととらえていることが明らかになった。
　産後１ヶ月の初産の母親は育児期で最も不安が多く，
わが子の泣きに対して困難感を抱きやすいと言われてい
る。今回，その母親において，わが子の泣きに関する成
功体験が明らかになったことは，母子相互作用を促進
し，母親としての役割を果たしているという自信の達成
につながる看護の方向性を考える上で意義があると考え
られる。
　なお，本論文は千葉大学大学院看護学研究科における
平成18年度修士論文の一部を加筆・修正したものであ
る。
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FIRST-TIME MOTHERS’ SUCCESSFUL EXPERIENCES IN DEALING WITH THEIR BABY’S CRYING
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 This study aimed to clarify first-time mothers’ successful experiences in dealing with their baby’s crying one 
month after childbirth. Subjects comprised 14 mothers who had received assistance from their own mothers after 
childbirth. Data were collected through semi-structured interviews. The collected data were subjected to qualitative and 
inductive analysis and the results revealed the following ten experiences: “I could interpret that my baby’s crying was due 
to hunger and feed them accordingly”, “I could minimize my baby’s crying due to discomfort”, “I could interpret that my baby’s 
crying was due to a need for sleep or wanting to be held and respond accordingly”, “I could respond in a manner that suits my 
baby”, “I could judge the degree of necessity or urgency based on the strength of my baby’s crying or the situation and respond 
accordingly”, “I could think of the reason for my baby’s crying without panicking with supports”, “I could patiently cope with my 
baby’s persistent crying”, “I could understand the characteristics of my baby’s crying and adjust our life”, “My positive feelings 
about myself and my baby were enhanced through dealing with my baby’s crying”, and “I could minimize my baby’s crying 
within our lifestyle”. The results suggested that nursing care to help first-time mothers deal with their baby’s crying 
should provide them with knowledge and skills to help them learn by trial and error, adjust their environment to enable 
them to cope with their crying baby, and encourage them to understand the characteristics of their baby’s crying.
